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勝手に、福島現地調査
公害・地球懇幹事 田中史子

7月25(木)～27日(土)に福島現地調査実行委

員会とは関係なく、一人で福島現地調査に行っ

てきた。

6月16日に東京で「7.16最高裁判決を正す」

パフォーマンスが行われ、全国から原告たちや

支援者などが集合したが、肝心の福島はいった

いどうなっているのだろうか? この2年間はコ

ロナウイルスのパンデミックで福島現地調査が

実行されていない。今年も予定はない。

25日(木)は福島原発被害訴訟津島原告団長の

今野秀則さんの案内で津島をめぐり、26日(金)

は伝言館事務局長(元福島原発被害群馬訴訟原

告団長/ALPS処理汚染水放流差し止め訴訟原告

団事務局)の丹治杉江さんの案内で浜通りの復

興(?)状況を見ながら関連施設を見学。27日

(土)はわずかな時間でしたが地元の人の話を聞

くことができた。

津島はだんだん家がなくなっていく

浪江町津島は町の中心部全体のたった1.6%に

あたるところが行政により復興再生拠点と位置

づけられここは除染されていて自由に出入りが

できるし宿泊もできる。しかしそれ以外の場所

は依然として放射線量が高く立ち入り禁止であ

る。自宅の周りは除染されているが、そこから

一歩も出ることはできない。立ち入るには自宅

でさえも許可を必要とする特定帰還居住区域と

呼ばれている異次元の世界である。除染の労働

者を守るため道路の左右20mは除染されるし、

その範囲内にある自宅を撤去したいと言えば撤

去してくれる(一定期間内に)。しかし13年間も

人が住んでいないのだから家は荒れ放題で野生

動物が立ち入ってぐちゃぐちゃになっている。

もう人家の面影さえ残していない。帰還するな

ら除染すると言われてももう住む気はしないし

建て替えたとしても子や孫を連れて帰るには危

険すぎる。

こうして津島から家がだんだん消えていく。

帰還するなら除染するというのは本末転倒だ、

まず除染すべきだという住民の声にこたえて、

羽付集落あたりから除染が始まっている。帰

還希望者の総数はわかっているが一体どの地

域に何人の帰還希望者がいるのか、その地域

はどんな順番でいつ除染がなされるのか一切

明らかにされていない。住民の都合は何も考

えてはいないようだ。

今野さんの案内で、「ここも家がなくなっ

た。隣の家ももうない。お寺さんも本堂が撤

去された。」見れば木や草がいっぱいでもう

どこに家があったのかもわからない。わずか

に入口のあたりに仕切りがおいてあるのでこ

こに家があったことがわかる。立ち入ること

はできないので確認はできない。三瓶春江さ

んの家も石井ひろみさんの家も撤去の順番待

ちで家の形はあるけれどもうすぐ消えてしま

う。ふるさと喪失はまさに目の前にある。津

島の人々の故郷への願いはこうして放射線汚

染の前にもろくもくずれおちていく。

もうすぐ撤去される三瓶春江さんの家
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浜通りはみせかけの復興

26日、丹治さんの案内で楢葉町の宝鏡寺伝

言館を見学したのち大熊町に初めて立ち入っ

た。大熊町、双葉町はここを復興しましたよ

と言いたいがためにいろいろな工作が行われ

ているということだ。

大熊町の復興再生拠点は偶然放射線量が低

かった一部の地域を当てはめているから広場

とその周りの住宅だけは除染されていても一

歩外へ出ると危険な放射線量が残っている特

定帰還居住区域だから帰還者は家の中に閉じ

込められるだけだ。原発から5キロ圏内のこん

なところになぜ拠点をつくるのか疑問だ。そ

れでも帰還したいという人はいる。避難先で

苦労をかさね故郷は安心できる場所だと思う

人もいるだろう。元の人口の2割くらいが新し

い住人だがそのうち半分は原発廃炉の労働者

だ。ラッシュアワーの時は原発から帰る労働

者の車で道路がいっぱいになる。6号線の周辺

には新しい家が並んでいるがそれはみんな労

働者の家だ。丹治さんの案内で「道路の左側

は労働者の家右側は帰還者の家」と聞くと建

物の色や形でどこにどんな人が住んでいるの

かその分布がよくわかる。

大熊町の「学び舎(や)夢の森」は帰還した

子どもたちの学校だ。5歳から16歳までの子ど

もが30人ほどいるが、学級が作れないので分

教所のように年齢の違った子どもたちが一緒

に学んでいる。豊富な書物に囲まれているが

生徒より先生の方が多いという実情だ。

浪江町には大堀(おおぼり)相馬焼の郷とい

う震災前には25軒の窯元が軒を連ねていた場

所がある。あの走り駒の模様で有名な焼き物

の産地だ。原発から10Km圏内のここも放射線

量が高いのでみんな避難してしまい郷は廃屋

が緑に埋もれている。二本松など他所へ避難

して窯元を続けている人もいるようだが、多

くは廃業してしまった。

双葉町には駅前広場にたくさんの人が集まっ

ている未来予想図がある。帰還したら幸せに住

めますよと言いたいのだろう。広場の周りには

診療所、銭湯、店舗などがありいかにも帰還で

きそうに思える。駅からは電車に乗って別の町

にも行ける。しかし今駅の周りに住んでいる人

は30人ほどだ。未来予想図には程遠い。家の周

りは特定帰還居住区域だから家から離れること

はできない。

原発事故、放射線の危険を伝える施設はどちら

を向いているのか

宝鏡寺の伝言館、南相馬市小高にある俺たち

の伝承館、いわき湯本温泉の旅館古滝(ふるた

き)屋の9階にある原子力災害考証館、国や東電

が作った東日本大震災・原子力災害伝承館の4

つの施設を見学した。どの施設がどちらを向い

ているのか、なにを目指しているのかを見極め

たい。

伝言館、俺たちの伝承館、原子力災害考証館

は民間の意思のある人々が作って運営している

ものだ。

大熊町役場

伝言館
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伝言館は毎年私たちが福島現地調査に行く

たびに立ちより、故早川篤雄和尚にお話しを

聞かせていただいた宝鏡寺に建てられた。

2021年ヒロシマ、ナガサキ、ビキニ、フクシ

マの灯を受け継いで守っている。館長の安斎

育郎立命館大学名誉教授が自らみやげものを

つくったりして資金稼ぎをしているという。

古滝屋は津波後の様子を立体的に現した模

型や公害関係の本などが沢山あるのだが、旅

館組合からは「あんなものは飾らない方がよ

い」と言われて微妙な立場にいるところもあ

る。俺たちの伝承館はアートで被害を表現し

ている。

東日本大震災・原子力災害伝承館は一見シ

ンプルな建物で原発関係の資料が盛沢山に展

示してある。事故のことも克明な数字がなら

べられている。しかし、2011年と2015年を比

較して、「子どもに外遊びをさせますか？」

の質問に、させないと答えた人が2011年は

66.7%だったのに対し2015年には3.1%になるな

どずっと放射線を恐れる人が少なくなってい

ると言わんばかりの統計などちょっと首をか

しげたくなるものもある。

公害・地球懇の橋本さんや奥田さんがおこ

なっている気候変動・再生可能エネルギーの

講座では若者たちの中には「やっぱり原発は

必要じゃないの」という声もあると聞いてい

る。この次の福島現地調査にはぜひそんな若

者たちに参加してもらい、目の前で家がなく

なっていく様子や伝言館を見学して国の宣伝

する原発の実態を知り原発事故で一瞬にして

奪われるものの大きさを実感してほしい。

原発悔恨・伝言の碑の前で説明する

丹治杉江さん

「ノーモア原発公害市民連絡会」の皆さん

や最高裁判所の裁判官にはぜひ伝言館を見て

国の宣伝する東日本大震災・原子力災害伝承

館と比較してほしいものだ。

コロナ禍前に牛山先生たちと原発の見学に

行く約束をしていたのにコロナで中止になっ

たこともあり原発に行きたいと申し入れたら

それには特別の許可が必要だというので今回

はあきらめた。

津島の今野さんの経営する松本旅館はいま

リフォームをしているので泊まれるように

なったらぜひおいでくださいとのこと。松本

旅館の裏にある今野家に獨協大学准教授の木

村真三さんが入って、今まで二本松で行って

いた放射線衛生学の研究を続けることになっ

たということです。

最後に福島に住んでいる普通の人はどう考

えているのか、13年たって変わっているのか

知りたくて旅館古滝屋の従業員のKさんに話を

聞いた。

「一見落ち着いているように見えますが

心の底にはみんな傷跡をのこしています。決

して風化はしていない。あなた方が現地調査

をしているなんて、とても心強く思います。

そういう人に会えてよかった。」

伝言館館長手作りのお土産
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津島の道路わきで

どうなる？どうする？気候危機-若者たちと考えた実践報告

公害・地球懇常任幹事 奥田さが子

8月31日に行われた八王子退職教職員の会の総

会で、気候危機問題をお話させてもらいました。

参加は約40人。30分という短時間だったので、

温暖化のしくみと世界と日本の取り組みの現状、

再生可能エネルギーに絞っても話したいことを

たくさん省略せざるを得ませんでした。

その日、韓国憲法裁判所が、「炭素中立

基本法」は「温室効果ガス削減策が不十

分」として同法の26年2月までの改定を命じ

る判決を出し、アジアでは初の画期的な気

候裁判勝利だった（注＊）のですが、それ

も伝えられず、若者たちに働きかけた結果

どんな反応があったかという肝心な点にも

ほとんど触れられなかったのは残念でした。

けれども、猛暑にすっかりへたばってい

た夏だったので、それまで「温暖化」にそ

れほど関心を持っていなかった方々に話を

聞いてもらえたのはよかったと思います。

退職したとはいえ、教育現場にかかわり、

つながりを持っていた人たちなので、これ

からぜひ子どもや学生に話を広めるなり、

その機会をつくるなりしてほしいと願って

います。

13年目の放射線量

津島でのモニタリングポストでは0.3～0.5

マイクロシーベルト/hr.くらいを示している。

モニタリングポストの周りは除染されている

から今野さんの放射線量測定器で少しわきに

入った道の端で測定してみると1～3マイクロ

シーベルト/hr.を示した。

浜通りのモニタリングポストでは0.1マイク

ロシーベルト/hr.ほどのところが多いが丹治

さんの放射線量測定器では0.5マイクロシーベ

ルト/hr.のところもあった。車で走っていて

もホットスポットがあるのか時々大きな音が

する。

子どもだけでなく大人でも癌になる人が多

いけれど放射線量との関係は証拠がないから

わからない。大熊町、双葉町、浪江町津島な

どまだまだ放射線量は高い。帰還を促すなら

本当に安全に人が住める環境をつくらなけれ

ばならないと思う。

特定帰還居住区域に立ち寄るには、以前と

同様あらかじめ登録しておいて身分証明書を

提示するなどの煩雑な手続きが必要なので今

回は手続きのいらない復興再生拠点だけに立

ち寄り特定帰還居住区域は車内からの見学と

なった。

最後に、突然にまた勝手に福島に行き

たいという私の申し出に応えてくださっ

た今野秀則さん、芳子さん、丹治杉江さ

んには大変お世話になりました。ありが

とうございました。
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正直言って、気候危機がこれほど切羽詰

まった、待ったなしの状態になっていたと

は捉えていませんでした。認識を新たにし、

身が引き締まる思いがしました。

日本は加害国であるにも関わらず取り組

みは大きく立ち遅れていることや、世界の

若者たちが立ち上がって行動していること、

再生可能エネルギーのことなどの話を聞い

て、私も、孫たちの未来のために、できる

ことをできるところからやっていきたいと

心から思いました。(林 雅人)

初めて参加させていただきました。活発

な討論でとても参考になりました。気候変

動の問題、次世代の子どもたちの被害も今

食い止めなければいけないと思いました。

学習会の機会などまたつくるように考えて

いきたいです。(山木)

原発・火力発電をやめても2030年までに

CO2削減目標達成可能という話がとても心に

残りました、30分では語りつくせないテー

マ、大きな問題をたくさんのデータを飛ば

し飛ばししての講演、もっとゆっくりお話

しを聞く機会を持ちたいと思いました。あ

りがとうございました。(細井)

本の紹介・『若者の「社会学」－－世界の

リアリティと向き合う』

これまで4年にわたって私たちの出前講座

の機会をつくってくださった都留文科大学

の西村美智子先生が、退職を機に上記の本

を出され、その中で、私たちが行った環

境・気候危機問題の授業について第2章で60

ページを割いて詳細に報告、学生の反応も

かいてくださいました。ぜひ読んでくださ

い。また、お近くの図書館に購入をリクエ

ストしてください。（遊行社・1900円＋

税）

（注＊）韓国の「炭素中立基本法」は、し

んぶん赤旗の報道によると、50年までの実質

排出0（炭素中立）を目標とする法律だが30年

までの中間目標しか定めず、50年までの持続

的、継続的な削減を効果的に保障するメカニ

ズムがないと指摘して、「将来世代への過剰

な負担」が生じ憲法上の権利が侵害されてい

るという判断だそうです。日本でもいくつか

気候訴訟が起こされていますが、日本の裁判

所はどんな判断をするんでしょうね。

【話を聞いての感想】

自分の目先の問題だけでなく、次世代に繋

げる大事な取り組みであることを、タイトル

から読み取れ、興味がわきました。私たちは

「地球温暖化」「気候危機」「気候正義」と

いう言葉は知っていますが、いざ人に話をす

るとなるとなかなか上手く説明できません。

奥田さんは地球温暖化の原因となる温室効果

ガスの大部分を占めるCO2排出は人間活動であ

ると世界の科学者の集まりIPCCで報告されて

いること、日本の排出は火力発電・鉄鋼業界

など大企業6業種で3/4近くを占めているこ

と、家庭の節電などでは到底間に合わないこ

となど話されました。温暖化を止める“緩和̋

と、変化に対応する̏適応̏が必要だが、では

どうしたらいいかというと、省エネとエネル

ギー源の転換と同時に、すでに出ている被害

も対応しなければということだと。枯渇しな

い「再生エネルギー」については、環境にや

さしいだけでなく、市民参加が出来るものも

あると説明されました。私が以前、聞き及ん

だ話と一致しましたので納得できました。

このような学習を探求学習で中学生に、環境

学の高校生に、教職を目指す大学生に、出前

講座をされる取り組みに感心しました。若い

人たちは、知ると行動を起こすエネルギーを

持っていることに期待して、私たちも身近な

所で声掛けをしなくてはと感じました。

（松島 みえ子）
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追憶！牛山 積さま
公害・地球懇幹事 根本 仁（福島市在住）

2014年㋆12日（土）午前9時40分、自宅の電話

が鳴り受話器を取ると「生業訴訟・原告の“証

言集”が欲しい。第一集と第二集をお送り願い

たい」とのこと。第二集は10日前の7月2日に発

刊したばかりでした。東京電力福島第一原発事

故から2年後の2013年3月11日に国と東京電力の

責任を問う「生業・福島原発訴訟」を起こした

私たちは、原発事故による放射能汚染の様々な

被害を記録しておこうと、原告たちによる“証

言集”を発刊し始めており、私が“証言集”の

編集長を務めていました。電話の主にお名前を

伺うと『牛山 積』と名乗られました。その電

話口の声と話す口調に突然蘇る人物が浮かび上

がってきました。そこで私が「牛山さんは昔、

早稲田大学法学部で民法を教えていたことがご

ざいますか」と尋ねますと「はい、教えており

ました」との返答。やっぱり、あの牛山先生

だ！私が3年生の時に受講した民法「債権法」

の先生が牛山 積さんだったのです。そして年

末テストで＜不可＞となり、単位を落とされま

した。それもその筈で、当時の私は中国発祥の

ゲーム「麻雀」の魅力にのめり込んでおり、試

験前日も雀卓を囲んでいたのですから。そんな

日々でしたので他の授業の試験結果も多くが

「不可」となり、そのままでは4年で卒業する

のは無理となりました。しかし、１講座の4単

位だけでも「不可」から「可」以上になれば、

4年で目一杯「講座を受講」することで卒業の

芽が出てきます。そこで最も若く見えた牛山先

生に目をつけ、大学近くの公衆電話から大学の

牛山研究室に電話を入れました。すると牛山先

生が電話口に出られ、「あと4単位をいただけ

れば4年で卒業の希望が出てくるのですが」と

申し出る私に「あの答案では無理ですね」とつ

れない返事。無理もありません、私の提出した

答案は自信もなく書いた2行ほどの文案をさら

に縦線で消した答案でしたから。

これで就職は最低でも1年は伸びることに

なりました。当時の日本経済は高度成長真っ

只中で4年生になると成績の良い学生からす

ぐに企業の内定が決まっていきました。た

だ、私には自分の未来の就職像が見えていま

せんでしたので、就職時期が1年伸びたこと

は、暫し考える時間が出来たともいえます。

そして1年後、5年生で卒業し、希望したNHK

のディレクター職に就職することになり、

1971年6月に長崎県の佐世保放送局に赴任し

ました。4年後にはNHK長崎放送局に異動とな

り、食品公害として大きな被害者を生んだカ

ネミ油症事件の小倉判決に関わりました。

1978年3月10日の福岡地裁小倉支部前のテン

トでは牛山 積・早稲田大学教授が解説を担

当されました。そして私は長崎局スタッフと

して、油症被害が集中した五島列島最南端の

玉之浦からの中継を担当しました(※)。判決

は「原告勝利」が言い渡され、小倉と長崎・

五島玉の浦は大きな歓びに包まれました。

「あの答案では無理ですね」とはねつけられ

た牛山先生とは9年ぶりに仕事の場でご一緒

することになりました。そして“証言集”を

求められた電話は45年ぶりに聴く牛山先生の

懐かしい生のお声でした。

その後、私自身がJNEPと関わりを持つよう

になり、牛山先生ともたびたび顔を合わせる

ようになりました。夜の懇親会では静かに日

本酒を飲みながら「私が単位を落としたこと

は良かったのかね？悪かったのかね？」と尋

ねる牛山先生の問いに、「お陰様で考える時

間をたっぷりといただきました」と返事をす

る私を、嬉しそうに見つめておられた牛山先

生の穏やかなお顔が目に焼き付いておりま

す。

牛山先生 いくつもの心に広がる思い出を

残していただき心より感謝いたします。あり

がとうございました！！！
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牛山先生の想い出
東京経済大学名誉教授 礒野弥生

突然の訃報メールに接し、「お元気だった

のにどうして」と、思わず独言を発してしま

いました。

お葬式後のそれほど時を経ずして、先生の

生家の近くの小学校と中学校のそばを車で通

りました。ここで学ばれたのだろうと勝手に

想像しつつ、改めて先生の長い人生の道のり

に想いを馳せました。

その一つ。茅野には「牛山」姓が多そうな

ので、そのことを伺ったときには、ご生家の

ことを色々と話され、そして「弁護士になっ

て地元に戻るつもりだったのだが」、とおっ

しゃっていたのが、その表情と共に印象的で

した。後年、畑仕事に精を出されていて、そ

の話になると、饒舌になられました。これも

故郷との繋がりなのでしょうか。畑仕事をし

ながら、北八ヶ岳から南八ヶ岳までを背後に、

南アルプスを遠望する景観の中での子供時代

を、懐かしく思い出されていたのでしょうか。

一つ心残りなのが、御柱祭について伺わな

かったことです。昔の御柱祭は今以上に荒々

しい行事だったようで、もしかして温厚な先

生のちょっと激しい側面を形作ったのかもし

れません。

ところで、牛山先生とは、私が大学院に

入ってほどなく、清水誠先生（都立大）から

紹介していただいてからのことです。以来50

年以上が過ぎました。牛山、清水両先生をは

じめとして、河合研一先生(明大)、平野克明

先生(静岡大)などの民科の研究会で、公害法

の手ほどきをしていただいたのが始まりです。

公害問題は深刻な状況であり、被害者や住

民の原因者・行政への直接的な運動から裁判

闘争へと運動の幅が広がり、とりわけ民法研

究者が様々な形で関わりを持ってきた時代で

した。加藤一郎先生を中心とする研究会があ

る中で、それとは異なる観点からのアプロー

チの研究会でした。

法解釈においても、社会構造的な視点から問

題を捉えること、すなわち被害・加害の社会

構造を前提として、法理論を構築すべきで、

裁判においてもそこを出発点とする損害賠償

論を構築することの重要性を中心としていま

した。様々な調査で、被害者や行政当局をは

じめとする当事者へのヒアリングに参加し、

調査結果をもとに、そのような議論が行われ

るのを横で聞いていました。牛山先生はかな

りはっきりとした物言いをされ、正義感の強

い先生だというのが印象でした。持論を曲げ

ないというのも興味深かったです。

私が東経大に就職すると、その後は色々な

お話が舞い込んできて、早稲田大学で講義を

してみないかとか、こんな問題を手伝ってほ

しいとか、気にかけてくださってのご縁でし

た。さまざまな課題でご一緒させていただき

ましたが、今につながるプラスチックによる

健康被害、いわゆる「杉並病」問題について、

先生からのお声がけで、住民の方の声を聞い

たことも忘れられない思い出です。また、早

稲田の社会人大学院では、実務の中での課題、

問題点について、講義の内外で院生から聞く

機会を与えていただいた、と感謝しています。

その様な中で、先生と先生が指導された

方々との交流について、課程を修了された社

会人大学院も含めて大切にされていた様子を

伝え聞き、ほっこりする感じが伝わってきま

した。

最後の方では、福島原発さいたま訴訟、

「原発と人権」集会と現地見学などで、時を

共にさせていただきました。そして意外なと

ころでは、大学生協連での関わりなどあり、

先生には多くをお教えいただき、また生涯に

わたっての精力的な活動に感心させられてき

ました。

最後に、改めて、先生のご冥福を心よりお

祈りします。
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エネルギー基本計画改定で随時意見募集

経済産業省の総合資源エネルギー調査会基本

政策分科会で、第7次エネルギー基本計画の審

議が始まり、意見を随時受け付けている。

牛山先生のご遺志を胸に・・
公害・地球懇常任幹事 橋本 良仁

8月7日、早稲田大学名誉教授の牛山積先生

が急逝されました。昨年12月2日、都内で開催

された豊田誠弁護士の偲ぶ会ではあんなにお

元気だったのに・・・、あまりにも急な先生

の訃報に私は声を失いました。

先生とのお付き合いは、36年前、山のお腹

にトンネルを掘る高速道路(圏央道)から国定

公園高尾山を守る市民運動を私たちが始めた

時からでした。初めて先生にお会いした時真

剣な眼差しでこう言われました。「自然の豊

かな長野県八ヶ岳の麓で生まれ育ったので、

自然の大切さは私の身体がよく知っている。

人にとって自然の大切さは計り知れない。自

然を壊す圏央道のような愚かな人間の行為は

絶対に認められない。」

10年前からは、公害・地球懇の代表幹事を

務められました。会の活動についてご相談し

たい時はいつも先生のお宅に電話をかけたも

のです。電話の最後はいつも、穏やかな声で、

「僕はもう90歳になるのだからいつお迎えが

来るかも、でも元気だから心配しない

で・・・」、そうおっしゃっていたではない

ですか。

東京電力福島第一原子力発電所の過酷事故

があった2年後から始めたフクシマ現地調査で

は、よくご一緒して議論をしました。先生の

スタイルは、議論しながら必ずメモをとるこ

とでした。数日後、議論の内容を確認すると、

メモを手に詳しく説明してくれました。

民法の研究者として登壇された福島大学

での熱い基調講演は、今でも忘れることが

できません。「橋本さん、今日の僕の講演

はどうでした？」、その時も先生は笑顔で

私に問いかけられました。

公害・地球懇は、亡くなられた清水瀞さ

んを中心に、「フクシマ現地調査報告集」

を作成しました。その15ページ、現地調査

実行委員会委員長名で「フクシマ現地調査

実行委員会による現地調査の回顧と課題」

の一文が載っています。「福島原発事故の

収束は、おそらく100年を要すると予測され

る。原発事故の問題は時間の経過に応じて

変わっていくものがある。まだ十分に解明

されず、さらに掘り下げた検討を要するも

のもある。問題が継続し、事故を風化させ

ないために、現地調査を継続することは私

たちの義務であるといえるだろう」

今後、先生のご遺志をどのように実行す

るか、私たちにつきつけられた大きな課題

と向き合わなければなりません。

JNEP情報(2024年7月)

福島現地調査でカメラを片手に取材する

牛山積さん

意見は以下の経済産業省のホームページより

提出する。意見は審議会で配布される。
https://www.enecho.meti.go.jp/category/others/basic_
plan/opinion/2024.html
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活動日誌

8月
19日(月)オンラインセミナー

27日(火)全国公害被害者総行動実行委員会

9月
4日(水)緊急オンラインセミナー：

原発建設費用を国民から徴収？

手厚い支援の実態は？

15日(木)「水俣病と気候危機：

対話がつなぐ環境正義」

発 行 : 公害・地球環境問題懇談会

(公害・地球懇／JNEP)

連絡先 : 〒160-0022 東京都新宿区新宿2-1-3

サニーシティ新宿御苑10F

TEL  03-3352-3663

FAX  03-3352-9476

郵便振替 : 00140-1-80892

加入者 公害・地球環境問題懇談会

今後の日程

9月
28日(土)～29日(日)

新潟水俣病現地調査

10月
2日(水）全国公害被害者総行動

事務局会議 13:30～

5日(土)～6日(日)

自治研究集会(名古屋)

11月
5日(火) 全国公害被害者総行動

実行委員会 13:30～

12月

1日(日)～2日(月)

全国公害被害者総行動実行委員会

合宿 13:30～

2035年の温室効果ガス削減目標について気候

変動枠組条約・パリ協定で来年提出が求められ

ている。経済産業省は2040年のエネルギーの姿

を議論するとしている。計画は来年の早いうち

にまとめ、パブリックコメントののち、閣議決

定される見込みである。データセンターなどの

電力需要が増えるとして、海外大手のデータセ

ンターは再エネだが、日本政府は原発や火力な

ど大型発電が必要だと主張している。

原発建設費補助制度検討

NHK、朝日新聞などの報道では、経済産業省

が、原子力発電所の建設費を補助、その費用を

電気料金に上乗せすることを検討している。

原発の発電コストについて日本政府は安いと

説明しているが、先進国では高騰して再エネよ

りかなり高い。また、再稼働を目指す原発のう

ち、東北電力女川２号、東京電力柏崎刈羽６号

７号は、政府が新設でかかるとしている資本費

（建設費など）を上回る規制基準適合コストが

かかっている。

原子力規制委員会、敦賀原発２号の活断層否定

せず

原子力規制委員会は、日本原子力発電の敦賀

原発２号について建屋直下の断層が活断層の可

能性を否定できないと判定、事実上廃止を求め

た。

日本原子力発電、東電・中電・関電・東北電

力・北陸電力の基本料と支援で運営

日本原電は、東京電力福島第一原発事故後し

ばらく発電したがその後発電ゼロが続く。東

電・中電・関電・東北電力・北陸電力の基本料

と支援で運営、元は電気代である。報道では、

東京電力は基本料金毎年550億円の他に、東海

第二原発の規制適合工事費用として1400億円を

前払いした。

英国が今年9月末で石炭火力発電所全廃

英国は、2024年9月に石炭火力発電所を全廃

する予定である。英国は2023年の再エネ電力割

合が47%まで増加している。

米国は2039年以降も運転を継続する石炭火力

についてCO2排出量を90%以上回収することを義

務付ける。


